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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を受信し、該受信した信号から送
信データを再生する受信装置であって、
　前記受信した信号を所定の周波数帯域の信号に変換する周波数変換手段と、
　デジタルフィルタを含み、前記所定の周波数帯域の信号を入力とし、該信号が伝送路で
受けた歪みを補正して信号を復調する等化手段と、
　前記等化手段の出力及び前記所定の周波数帯域の信号に基づいて、前記等化手段の前記
デジタルフィルタの係数を生成する等化係数算出手段と、
　前記等化係数算出手段で生成された前記係数に基づいて、前記等化手段の出力の信頼性
を評価し、評価結果を信頼性情報として出力する信頼性評価手段と、
　前記等化手段の出力及び前記信頼性情報をもとにビタビ復号処理を行って送信データを
再生するビタビ復号手段とを備え、
　前記等化手段は、前記等化係数算出手段の出力に基づいて、前記所定の周波数帯域の信
号に対する補正を行い、
　前記信頼性評価手段は、
　前記等化係数算出手段で生成された前記係数を離散フーリエ変換する等化係数フーリエ
変換手段と、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力に基づいて前記信頼性情報を生成する信頼性情報
生成手段と
　を備える
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記信頼性情報生成手段は、
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　前記等化係数フーリエ変換手段の出力の、送信周波数帯域内成分の分散値を算出する帯
域内分散算出手段と、
　所定の基準値をもとに前記帯域内分散算出手段で算出された分散値を前記信頼性情報に
変換する信頼性情報変換手段と
　を備え、前記信頼性情報変換手段は、前記分散値が小さいほど、前記信頼性情報として
より高い信頼性を示すものを出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記信頼性情報生成手段は、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力の送信周波数帯域内の最大ゲインと最小ゲインの
差分絶対値が小さいほど、前記信頼性情報としてより高い信頼性を示すものを出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記信頼性情報生成手段は、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力の前記送信周波数帯域内の最大ゲインと最小ゲイ
ンの差分絶対値に応じた重み係数を求める重み係数決定手段と、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力の前記送信周波数帯域内の平均ゲインを求める帯
域内平均ゲイン算出手段と、
　前記帯域内平均ゲイン算出手段で求められた前記平均ゲインと、前記重み係数決定手段
で求められた前記重み係数と、所定の基準値をもとに、前記信頼性情報を生成する重み付
け演算手段と
　を備えることを特徴とする請求項３に記載の受信装置。
【請求項５】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を第１乃至第Ｎのアンテナ（Ｎは
２以上の整数）で受信し、ダイバーシチ合成して送信データを再生する受信装置であって
、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎのアンテナで受信した信号を所定の周波数帯域に変換して第
１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を生成する周波数変換手段と、
　各々デジタルフィルタを含み、それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を
入力とし、前記第１乃至第Ｎのアンテナで受信した信号が伝送路で受けた歪みを補正して
、前記受信した信号を復調する第１乃至第Ｎの等化手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段の出力及び前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域
の信号に基づいて、前記第１乃至第Ｎの等化手段の前記デジタルフィルタの係数を生成す
る第１乃至第Ｎの等化係数算出手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段で生成された前記係数を入力とし、それ
ぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段の出力の信頼性を評価し、評価結果を信頼性情報として
出力する第１乃至第Ｎの信頼性評価手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を入力とし、入力された信号の包
絡線レベルを検出する第１乃至第Ｎの包絡線レベル検出手段と、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報と、前記第１乃至第Ｎの包絡線レベル検出手段で検出さ
れた前記包絡線レベルをもとにダイバーシチの合成比を算出する合成比算出手段と、
　前記合成比算出手段で算出された前記合成比に応じて、前記第１乃至第Ｎの等化手段の
出力を合成するダイバーシチ合成手段とを備え、
　前記第１乃至第Ｎの等化手段は、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段の出力
に基づいて、前記所定の周波数帯域の信号に対する補正を行い、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性評価手段は、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段に対応し
て設けられ、かつそれぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段に対応して設けられ、前
記第１乃至第Ｎの信頼性評価手段の各々は、
　当該信頼性評価手段に対応する前記等化係数算出手段で生成された前記係数を離散フー
リエ変換する等化係数フーリエ変換手段と、
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　前記等化係数フーリエ変換手段の出力に基づいて、当該信頼性評価手段に対応する前記
等化手段の出力の前記信頼性情報を生成する信頼性情報生成手段と
　を備える
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項６】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成手段の各々は、
　当該信頼性情報生成手段に対応する前記等化係数フーリエ変換手段の出力の、送信周波
数帯域内成分の分散値を算出する帯域内分散算出手段と、
　前記帯域内分散算出手段で算出された前記分散値を入力とし、所定の基準値をもとに前
記分散値を前記信頼性情報に変換する信頼性情報変換手段と
　を備え、前記信頼性情報変換手段は、前記分散値が小さいほど、前記信頼性情報として
より高い信頼性を示すものを出力する
　ことを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
【請求項７】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成手段の各々は、
　当該信頼性情報生成手段に対応する前記等化係数フーリエ変換手段の出力の送信周波数
帯域内の最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値が小さいほど、前記信頼性情報としてより
高い信頼性を示すものを出力する
　ことを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成手段の各々は、
　当該信頼性情報生成手段に対応する前記等化係数フーリエ変換手段の出力の前記送信周
波数帯域内の最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値に応じた重み係数を求める重み係数決
定手段と、
　当該信頼性情報生成手段に対応する前記等化係数フーリエ変換手段の出力の前記送信周
波数帯域内の平均ゲインを求める帯域内平均ゲイン算出手段と、
　前記帯域内平均ゲイン算出手段で算出された前記平均ゲインと、前記重み係数決定手段
で求められた前記重み係数と、所定の基準値をもとに、前記信頼性情報を生成する重み付
け演算手段と
　を備えることを特徴とする請求項７に記載の受信装置。
【請求項９】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号であって、所定の周波数のパイロ
ット信号を重畳した送信信号を受信して、該受信した信号から送信データを再生する受信
装置であって、
　前記受信した信号を所定の周波数帯域の信号に変換する周波数変換手段と、
　デジタルフィルタを含み、前記所定の周波数帯域の信号を入力とし、該信号が伝送路で
受けた歪みを補正して信号を復調する等化手段と、
　前記等化手段の出力及び前記所定の周波数帯域の信号に基づいて、前記等化手段の前記
デジタルフィルタの係数を生成する等化係数算出手段と、
　前記所定の周波数帯域の信号を入力とし、前記重畳された前記パイロット信号に基づい
て、前記等化手段の出力の信頼性を評価し、評価結果を信頼性情報として出力する信頼性
評価手段と、
　前記等化手段の出力及び前記信頼性情報をもとにビタビ復号処理を行って送信データを
再生するビタビ復号手段とを備え、
　前記等化手段は、前記等化係数算出手段の出力に基づいて、前記所定の周波数帯域の信
号に対する補正を行う
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項１０】
　前記信頼性評価手段は、
　前記所定の周波数帯域の信号を入力とし、該信号から、前記重畳されているパイロット
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信号を抽出するパイロット抽出手段と、
　前記パイロット抽出手段で抽出された前記パイロット信号をもとに前記信頼性情報を生
成する信頼性情報生成手段と
　を備えることを特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記信頼性情報生成手段は、抽出された前記パイロット信号の包絡線又は信号電力の大
きさに基いて前記信頼性情報を生成することを特徴とする請求項１０に記載の受信装置。
【請求項１２】
　前記送信データが、多値ＶＳＢ（Ｖｅｓｔｉｇｉａｌ　Ｓｉｄｅｂａｎｄ）変調方式、
ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調方式又
は多値ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）変
調方式で変調されたものであることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載の受
信装置。
【請求項１３】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を受信し、該受信した信号から送
信データを再生する受信方法であって、
　前記受信した信号を所定の周波数帯域の信号に変換する周波数変換ステップと、
　デジタルフィルタステップを含み、前記所定の周波数帯域の信号が伝送路で受けた歪み
を補正して信号を復調する等化ステップと、
　前記等化ステップによる等化結果及び前記所定の周波数帯域の信号に基づいて、前記等
化ステップの前記デジタルフィルタステップで用いられる係数を生成する等化係数算出ス
テップと、
　前記等化係数算出ステップで生成された前記係数に基づいて、前記等化ステップによる
等化結果の信頼性を評価し、評価結果を信頼性情報として生成する信頼性評価ステップと
、
　前記等化ステップによる等化結果及び前記信頼性情報をもとにビタビ復号処理を行って
送信データを再生するビタビ復号ステップとを備え、
　前記等化ステップは、前記等化係数算出ステップで算出された係数に基づいて、前記所
定の周波数帯域の信号に対する補正を行い、
　前記信頼性評価ステップは、
　前記等化係数算出ステップで生成された前記係数を離散フーリエ変換する等化係数フー
リエ変換ステップと、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果に基づいて前記信頼性情
報を生成する信頼性情報生成ステップと
　を備える
　ことを特徴とする受信方法。
【請求項１４】
　前記信頼性情報生成ステップは、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果の、送信周波数帯域内成
分の分散値を算出する帯域内分散算出ステップと、
　所定の基準値をもとに前記帯域内分散算出ステップで算出された分散値を前記信頼性情
報に変換する信頼性情報変換ステップと
　を備え、前記信頼性情報変換ステップは、前記分散値が小さいほど、前記信頼性情報と
してより高い信頼性を示すものを生成する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の受信方法。
【請求項１５】
　前記信頼性情報生成ステップは、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果の、送信周波数帯域内の
最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値が小さいほど、前記信頼性情報としてより高い信頼
性を示すものを生成する
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　ことを特徴とする請求項１３に記載の受信方法。
【請求項１６】
　前記信頼性情報生成ステップは、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果の、前記送信周波数帯域
内の最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値に応じた重み係数を求める重み係数決定ステッ
プと、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果の、
前記送信周波数帯域内の平均ゲインを求める帯域内平均ゲイン算出ステップと、
　前記帯域内平均ゲイン算出ステップで求められた前記平均ゲインと、前記重み係数決定
ステップで求められた前記重み係数と、所定の基準値をもとに、前記信頼性情報を生成す
る重み付け演算ステップと
　を備えることを特徴とする請求項１５に記載の受信方法。
【請求項１７】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を第１乃至第Ｎのアンテナ（Ｎは
２以上の整数）で受信し、ダイバーシチ合成して送信データを再生する受信方法であって
、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎのアンテナで受信した信号を所定の周波数帯域に変換して第
１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を生成する周波数変換ステップと、
　各々デジタルフィルタステップを含み、それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域
の信号が伝送路で受けた歪みを補正して、前記受信した信号を復調する第１乃至第Ｎの等
化ステップと、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化ステップによる等化結果及び前記第１乃至第Ｎの所定
の周波数帯域の信号に基づいて、前記第１乃至第Ｎの等化ステップの前記デジタルフィル
タステップで用いられる係数を生成する第１乃至第Ｎの等化係数算出ステップと、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出ステップで生成された前記係数に基づいて、
それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化ステップによる等化結果の信頼性を評価し、評価結果を
信頼性情報として生成する第１乃至第Ｎの信頼性評価ステップと、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号の包絡線レベルを検出する第１乃
至第Ｎの包絡線レベル検出ステップと、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報と、前記第１乃至第Ｎの包絡線レベル検出ステップで検
出された前記包絡線レベルをもとにダイバーシチの合成比を算出する合成比算出ステップ
と、
　前記合成比算出ステップで算出された前記合成比に応じて、前記第１乃至第Ｎの等化ス
テップによる等化結果を合成するダイバーシチ合成ステップとを備え、
　前記第１乃至第Ｎの等化ステップは、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出ステッ
プで生成された前記係数に基づいて、前記所定の周波数帯域の信号に対する補正を行い、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性評価ステップは、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化ステップ
に対応し、かつそれぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出ステップに対応し、前記第１乃
至第Ｎの信頼性評価ステップの各々は、
　当該信頼性評価ステップに対応する前記等化係数算出ステップで生成された前記係数を
離散フーリエ変換する等化係数フーリエ変換ステップと、
　前記等化係数フーリエ変換ステップによるフーリエ変換の結果に基づいて、当該信頼性
評価ステップに対応する前記等化ステップによる等化結果の前記信頼性情報を生成する信
頼性情報生成ステップと
　を備える
　ことを特徴とする受信方法。
【請求項１８】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成ステップの各々は、
　当該信頼性情報生成ステップに対応する前記等化係数フーリエ変換ステップによるフー
リエ変換の結果の、送信周波数帯域内成分の分散値を算出する帯域内分散算出ステップと
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、
　前記帯域内分散算出ステップで算出された前記分散値を、所定の基準値をもとに前記信
頼性情報に変換する信頼性情報変換ステップとを備え、
　前記信頼性情報変換ステップは、前記分散値が小さいほど、前記信頼性情報としてより
高い信頼性を示すものを生成する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の受信方法。
【請求項１９】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成ステップの各々は、
　当該信頼性情報生成ステップに対応する前記等化係数フーリエ変換ステップによるフー
リエ変換の結果の、送信周波数帯域内の最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値が小さいほ
ど、前記信頼性情報としてより高い信頼性を示すものを生成する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の受信装置。
【請求項２０】
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報生成ステップの各々は、
　当該信頼性情報生成ステップに対応する前記等化係数フーリエ変換ステップによるフー
リエ変換の結果の、送信周波数帯域内の最大ゲインと最小ゲインの差分絶対値に応じた重
み係数を求める重み係数決定ステップと、
　当該信頼性情報生成ステップに対応する前記等化係数フーリエ変換ステップによるフー
リエ変換の結果の、前記送信周波数帯域内の平均ゲインを求める帯域内平均ゲイン算出ス
テップと、
　前記帯域内平均ゲイン算出ステップで算出された前記平均ゲインと、前記重み係数決定
ステップで求められた前記重み係数と、所定の基準値をもとに、前記信頼性情報を生成す
る重み付け演算ステップと
　を備えることを特徴とする請求項１９に記載の受信方法。
【請求項２１】
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号であって、所定の周波数のパイロ
ット信号を重畳した送信信号を受信して、該受信した信号から送信データを再生する受信
方法であって、
　前記受信した信号を所定の周波数帯域の信号に変換する周波数変換ステップと、
　デジタルフィルタステップを含み、前記所定の周波数帯域の信号が伝送路で受けた歪み
を補正して信号を復調する等化ステップと、
　前記等化ステップによる等化結果及び前記所定の周波数帯域の信号に基づいて、前記等
化ステップの前記デジタルフィルタステップで用いられる係数を生成する等化係数算出ス
テップと、
　前記所定の周波数帯域の信号に重畳された前記パイロット信号に基づいて、前記等化ス
テップによる等化結果の信頼性を評価し、評価結果を信頼性情報として生成する信頼性評
価ステップと、
　前記等化ステップによる等化結果及び前記信頼性情報をもとにビタビ復号処理を行って
送信データを再生するビタビ復号ステップとを備え、
　前記等化ステップは、前記等化係数算出ステップで生成される前記係数に基づいて、前
記所定の周波数帯域の信号に対する補正を行う
　ことを特徴とする受信方法。
【請求項２２】
　前記信頼性評価ステップは、
　前記所定の周波数帯域の信号から、前記重畳されているパイロット信号を抽出するパイ
ロット抽出ステップと、
　前記パイロット抽出ステップで抽出された前記パイロット信号をもとに前記信頼性情報
を生成する信頼性情報生成ステップと
　を備えることを特徴とする請求項２１に記載の受信方法。
【請求項２３】
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　前記信頼性情報生成ステップは、抽出された前記パイロット信号の包絡線又は信号電力
の大きさに基いて前記信頼性情報を生成することを特徴とする請求項２２に記載の受信方
法。
【請求項２４】
　前記送信データが、多値ＶＳＢ（Ｖｅｓｔｉｇｉａｌ　Ｓｉｄｅｂａｎｄ）変調方式、
ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調方式又
は多値ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）変
調方式で変調されたものであることを特徴とする請求項１３乃至２３のいずれかに記載の
受信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上述の目的を達成するため、この発明の第１の態様の受信装置は、
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を受信し、該受信した信号から送
信データを再生する受信装置であって、
　前記受信した信号を所定の周波数帯域の信号に変換する周波数変換手段と、
　デジタルフィルタを含み、前記所定の周波数帯域の信号を入力とし、該信号が伝送路で
受けた歪みを補正して信号を復調する等化手段と、
　前記等化手段の出力及び前記所定の周波数帯域の信号に基づいて、前記等化手段の前記
デジタルフィルタの係数を生成する等化係数算出手段と、
　前記等化係数算出手段で生成された前記係数に基づいて、前記等化手段の出力の信頼性
を評価し、評価結果を信頼性情報として出力する信頼性評価手段と、
　前記等化手段の出力及び前記信頼性情報をもとにビタビ復号処理を行って送信データを
再生するビタビ復号手段とを備え、
　前記等化手段は、前記等化係数算出手段の出力に基づいて、前記所定の周波数帯域の信
号に対する補正を行い、
　前記信頼性評価手段は、
　前記等化係数算出手段で生成された前記係数を離散フーリエ変換する等化係数フーリエ
変換手段と、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力に基づいて前記信頼性情報を生成する信頼性情報
生成手段と
　を備える
　ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明の第２の態様の受信装置は、
　畳み込み符号化された送信データを変調した送信信号を第１乃至第Ｎのアンテナ（Ｎは
２以上の整数）で受信し、ダイバーシチ合成して送信データを再生する受信装置であって
、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎのアンテナで受信した信号を所定の周波数帯域に変換して第
１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を生成する周波数変換手段と、
　各々デジタルフィルタを含み、それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を
入力とし、前記第１乃至第Ｎのアンテナで受信した信号が伝送路で受けた歪みを補正して
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、前記受信した信号を復調する第１乃至第Ｎの等化手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段の出力及び前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域
の信号に基づいて、前記第１乃至第Ｎの等化手段の前記デジタルフィルタの係数を生成す
る第１乃至第Ｎの等化係数算出手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段で生成された前記係数を入力とし、それ
ぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段の出力の信頼性を評価し、評価結果を信頼性情報として
出力する第１乃至第Ｎの信頼性評価手段と、
　それぞれ前記第１乃至第Ｎの所定の周波数帯域の信号を入力とし、入力された信号の包
絡線レベルを検出する第１乃至第Ｎの包絡線レベル検出手段と、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性情報と、前記第１乃至第Ｎの包絡線レベル検出手段で検出さ
れた前記包絡線レベルをもとにダイバーシチの合成比を算出する合成比算出手段と、
　前記合成比算出手段で算出された前記合成比に応じて、前記第１乃至第Ｎの等化手段の
出力を合成するダイバーシチ合成手段とを備え、
　前記第１乃至第Ｎの等化手段は、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段の出力
に基づいて、前記所定の周波数帯域の信号に対する補正を行い、
　前記第１乃至第Ｎの信頼性評価手段は、それぞれ前記第１乃至第Ｎの等化手段に対応し
て設けられ、かつそれぞれ前記第１乃至第Ｎの等化係数算出手段に対応して設けられ、前
記第１乃至第Ｎの信頼性評価手段の各々は、
　当該信頼性評価手段に対応する前記等化係数算出手段で生成された前記係数を離散フー
リエ変換する等化係数フーリエ変換手段と、
　前記等化係数フーリエ変換手段の出力に基づいて、当該信頼性評価手段に対応する前記
等化手段の出力の前記信頼性情報を生成する信頼性情報生成手段と
　を備える
　ことを特徴とする。
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